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新入生代表のあいさつ

新しい制服を身にまとい、期待と緊張した様子で正門をくぐります。 生活指導主任によるガイダンス

４月６日（水）、日本大学櫻丘高等学校入学式が挙行さ

れました。今回の入学式は、事前の体調管理・検温の徹

底や座席のソーシャルディスタンス、また保護者の方の

参加を各ご家庭１名に制限するなど、万全の感染症対策

を講じた上で実施しました。日本大学文理学部百周年記

念館にて行われた入学式は、新入生の晴れ晴れとした

表情が溢れ、これから始まる本校での生活に期待を膨ら

ませている様子でした。

保護者の温かい拍手の中、新入生が入場します。

HRでの様子１学年教員紹介

百周年記念館へ移動の様子。緊張感が伝わってきます。

Entrance Ceremony

入学式
日程：４月６日（水）  場所：百周年記念館

Guidance

新入生ガイダンス
日程：４月11日（月）から12日（火）

Teachers
新しい先生のご挨拶

人事

　今年度、日本大学習志野高等学校から異動してまいりまし
た山﨑勝紀と申します。教科は保健体育、部活動は男子バス
ケットボール部を担当いたします。
　私自身高校生活3年間の経験が現在でも心の拠り所となっ
ています。日本大学櫻丘高等学校の生徒の皆さんにも櫻丘高
等学校での3年間が将来の心の拠り所となり、誇りをもって卒
業してもらえるよう精進してまいります。今年で教員生活13年
目を迎えましたが、櫻丘高等学校の生徒と共に過ごす中で、
常に新しい発見をさせていただいております。櫻丘高等学校
の生徒の皆さん並びに保護者の皆様との出会いに感謝し、何
事にも前向きに全力で取り組む所存でございます。よろしくお
願いいたします。

　今年度、日本大学高等学校・中学校から異動してまいりまし
た田中忠司と申します。担当教科は情報科、部活動は卓球部
を担当いたします。
　赴任してすでに６ヶ月が経とうとしていますが、学校生活を
通じて、先生や職員の方々の穏やかさ、生徒の皆さん一人ひと
りの可能性を感じています。授業や学校行事など、教育活動
全体を通じてその可能性を引き出し、成長を手助けできるよう
サポートしていきます。よろしくお願いいたします。

　日本大学豊山女子高等学校・中学校より異動して参りまし
た佐藤理絵と申します。教科は英語、部活動はバトントワラー
部を担当いたします。多様な生徒と温かい教職員の皆様に囲
まれ、多くを学ばせて頂く日々に感謝致しております。
　私は、海外大学を修了後、大学医学部研究室に勤務致しま
した。後に、自らの経験を活かしながら英語やグローバル教育
に携わりたいと思い、教職に就きました。モットーは、「音読なく
して英語力なし」と「パッション」です。生徒が楽しみながら言
語活動を行い、学校生活を通して成長できるよう、尽力して参
ります。
　ボーダーレスに活躍できるチャレンジ精神と自律心、豊かな
言語と感性を育むことを目標に、共に歩んで参りましょう。

　今年度、日本大学高等学校・中学校から異動してまいりまし
た金子貴仁と申します。教科は数学科で部活動はアメリカン
フットボール部を担当いたします。
　この度ご縁があり、櫻丘高等学校で勤務させていただくこと
となりました。はじめは文化の違いや新しい環境で戸惑うこと
もありましたが、生徒の皆さんや周りの先生方に助けられとて
も思いやりのある温かい学校だなと感じております。
　いち早く櫻丘高等学校の教員として活躍できるよう精進して
まいります。よろしくお願いいたします。

山﨑勝紀 先生

田中忠司 先生

佐藤理絵 先生

金子貴仁 先生

キャンパスツアーの様子 大学生に案内してもらいました

４月11日（月）・12日（火）の２日間、新入生を対象とした

ガイダンスを実施しました。ガイダンスでは、授業や生徒

会、進路指導や生活指導など、様々な学校の仕組みにつ

いて説明を聞き、櫻丘高校の生徒として、より自覚を深め

た様子でした（生徒会指導部からの説明では、生徒会中

央委員の生徒による説明もありました）。また、クラスごと

に校内ツアーや自己紹介、文理学部学生の先導による文

理学部キャンパスツアーも実施され、大変実りのあるガイ

ダンスとなりました。
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School Festival

熱気！待望！感動！櫻高祭！
日程：6月18日（土）・19日（日）　場所：校内・百周年記念館

クラスメイトと一緒に教室を装飾し、その教室で各クラス紹介動画を鑑賞しました。

新型コロナウイルス感染症拡大の影響で学校行事が数

多く中止や制限されてきましたが、コロナ禍３年目にし

て、今年度は感染症対策を行いながら、従来の形に近い

櫻高祭を開催することができました。生徒たちは青春を

取り戻すため様々な工夫を凝らし、部活動の成果の発表

やクラスの全員が楽しめる模擬店に力を注ぎました。

カジノやヨーヨー釣り、モグラ叩き、射的など、生徒たちで

意見を出し合いクラスで3年ぶりの模擬店を実施しまし

た。各クラスの模擬店に、生徒たちは楽しんで参加してい

ました。 コロナ禍での文化祭の実現に向けて、皆が安心・

安全に楽しむことのできるよう尽力してくれました。

実行委員たちの成功させる！という強い気持ち、文

化祭にかける情熱に触れました。生徒たちが主体

性を持ち、自分たちに出来ることを考え、皆で前向

きに取り組むということが連帯感や協調性を高め、

さらに絆を深めることができたことと思います。

文化祭は大盛況。たくさんの思い出ができました。

昨年度はオンラインでの開催でしたが、その中でよ

かったものは引継ぎながら、伝統ある行事を開催し

ていき、新しい形の櫻高祭が生まれました。残念な

がら、感染症対策の観点から保護者や受験生の来

校はできませんでしたが、来年度こそは本校の生

徒の新しい櫻高祭を保護者や受験生の方々にも

見ていただきたいと心から願っております。

３年生　ダンス

各部活動写真

ダンス発表会が百周年記念館で開催されました。コロナ禍前では毎年行われていた中夜祭でのダンス発表会。やっぱり櫻高祭にはこの熱気が必要ですね。

○×クイズが開催されました。生徒は数々の難問にも果敢に挑戦し、会場は大盛り上がりでした！ ヨーヨー釣り

チアリーディング部

写真部 華道部

体育館や百周年記念館では、各部活動が日ごろの成果を発表しました。

２年生　体育館での〇×ゲーム

１年生　黒板アート・動画視聴の様子
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Sports Day

体育大会
日程：9月27日（火）　場所：日本大学文理学部陸上競技場

9月27日（火）、爽やかな秋晴れのもと体育大会が開催

されました。

昨年度は感染症対策として学年毎に日程を分けて開催

しましたが、今年度は全学年そろって日本大学文理学部

の陸上競技場で実施ができました。

競技は午前に全員リレーを行いました。各クラス1つのバ

トンを最後まで渡しきろうと必死になって走り、その姿に

観客席からも大きな声援が沸き上っていました。

午後は各学年種目になり、1年生は台風の目、2年生

はいかだ流し、3年生は4人5脚を行いました。各学年

クラスの団結力が試される競技でした。どのクラスも1

位を目指して一致団結し、お互いに声を掛け合いなが

ら協力してゴールを目指していました。

最後に各クラス男女2名ずつ選抜された全学年縦割り

クラス対抗リレーを行いました。足の速い人が選抜され、

抜きつ抜かれつの白熱した競技を観ることができました。
晴天の下，3学年揃って実施しました

宣誓 実況中継 縦割りクラス対抗リレー

全員リレー

1年生台風の目

3年生4人5脚

2年生いかだ流し

優勝杯授与

今回、生徒会や体育大会実行委員の生徒達が中心と

なって準備運営をしてくれました。当日の運営も積極

的に動いてくれたのでスムーズに進行し、とても良い

体育大会となりました。

優勝クラス
1年生　1年5組
2年生　2年1組
3年生　3年5組

体育大会実行委員のみなさんお疲れさまでした
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みんなで宝探しに出発

５月26日（木）、第１学年は校外レクリエーションとして、

お台場周辺を舞台にした、宝探しアトラクションを実施し

ました。学年で２つに分かれ、一方は台場駅、もう一方は

テレコムセンター駅で集合しました。頭を使う問題だけで

なく、身体を動かすような問題もあり、各班得意なジャン

ルで得点を稼いでいました。各クラスで親睦を深めるこ

とができたレクリエーションとなりました。

アクティビティに挑戦しお宝GET ！ 仲間と協力して謎解き

Extracurricular activities
日程：5月26日（木）　場所：お台場

English Challenge Program

グローバル教育
日程：８月23日（火）～ 26日（金）　場所：校内

８月23日（火）～ 26日（金）の４日間、「English Challenge Program」
が実施されました。本校は例年、希望者を対象として夏休み中にイギリス
で２週間の語学研修を行っておりましたが、今年度は新型コロナウイルス
の感染拡大により、中止となってしまいました。そこで、昨年度から代替と
してEnglish Challenge Programを企画し、語学学習並びに現地の
方々との交流の機会を設けました。このプログラムはオンライン上でイギ
リスの語学学校の先生のレッスンを受けたり、例年お世話になっている現
地の学生やホストファミリーとのアクティビティを楽しんだりと４日間を通
じて留学体験ができるものとなっております。参加した生徒たちは、オンラ
インでありながら積極的にコミュニケーションをとり、アドバイザの方にも
助けられながら英語に触れていました。また、ホストファミリーの方とお互
いの国の文化を紹介しあったり、現地の学生とSDGsについて議論したり
するような多彩なプログラムもあり、英語を話すだけではない幅広い体験
をすることができました。

第１学年  校外レクリエーション

Welcome to Sakuragaoka
台湾からの留学生を迎えて
本校では、櫻イノベーションの柱の一つで
ある「グローバル教育×ダイバーシティ」の
一環として、日台交流協会と連携し台湾留
学生の受け入れを行っています。ここ数年、
新型コロナウイルスの影響で留学生の受
け入れを中断しておりましたが、今年９月、
約２年ぶりに台湾から留学生をお迎えし、
本校での留学が開始されました。
今年度、本校の一員に加わった台湾から
の留学生は劉采瑜さんです。劉さんは第２
学年に在籍し、本校生徒とともに熱心に授
業や学校行事に取り組んでいます。

　9月から留学生として日本大
学櫻丘高等学校に参りました、
劉采瑜です。私は台湾台北出
身で、日本台湾交流協会の留
学事業に参加し、今回留学生と
して日本にやってきました。留学
生として受け入れていただいた
ことに心から感謝いたします。

　私には、日本で挑戦したいことが沢山あります。例
えば、私は高校の時から薬学に興味があり、薬剤師
になりたいと考えています。そのため、留学中には日
本と台湾の理科授業の違いを学び、将来は日本と
台湾との間で、薬学を通じた交流などを行いたいと

思っています。
　また、私は今剣道部に所属しています。台湾では
剣道をやったことがありませんが、剣道部でしっか
り剣道を一から学び、初段合格を目指しています。そ
うした経験を活かし、台湾の人たちに剣道の魅力を
伝えられるようになりたいです。
　教科では英語が好きで、寮でよく英語で他の留
学生と話します。これからも日本で様々な人と交流
し、日本語と英語能力を上達させるつもりです。
　日本大学櫻丘高等学校の友達と楽しい高校生
活を過ごし、青春の1ページにかけがえのない思い
出を残したいと考えていますので、短い間ですが、
皆さんどうぞよろしくお願いします。

劉采瑜さん

1年8組　T.K.
　私はもともと英語が苦手で、今回のプログラムも
とても不安でした。実際に受講してみると、授業の
内容はすべて英語で行われており、とても驚きまし
た。英語のレベルは高く、ついていくのは大変でし
たが、わからない所があっても先生や一緒に受講
している子が助けてくれました。リモート交流では
夫婦や家族、少し上の学生の方々と話しました。
みなさんとても良い人達で吃ってしまってもゆっく
りとこちらのペースにあわせてくれました。授業はイ
ギリスの授業を体験したり、英語で様々な問題を
考えたり、イギリスについて学ぶ授業もありました。
イギリスを学ぶ授業は、歴史や地理から文化、最
近イギリスではやっている音楽やファッション、アプ
リなどを学ぶなど多くの目新しい授業でした。この
プログラムで私はイギリスに様々な興味関心を持
てました。とても楽しかったです。

1年13組　Y.N.
　私は元々英語が得意ではなく、特に話すことが
苦手だったので、ホストファミリーのみなさんと話す
ことが不安でした。しかし、二人一組で受けること
ができ、リラックスして話せました。単語が分から
ず、会話ができないときもありあましたが、相手の
話していることが分かる場面も多々あり、少し英語
で話すことが楽しくなりました。

I n t e r n a t i o n a l  s t u d e n t ’s  V o i c e

E n g l i s h  C h a l l e n g e  P r o g r a m  感想
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６月10日（金）の放課後、サイエンスリテラシー授業の一環で本

校生徒が文理学部化学科へお邪魔しました。生徒たちは、化学

科の先生方に研究内容に関する質問をしたり、高校にはないよ

うな高度な実験装置を使わせてもらったりするなど、大変貴重な

経験となりました。

７月11日（月）、１年生を対象とした学部訪問会を実施しました。生徒たちは

自身が希望する学部を選び、各学部へ足を運びました。キャンパス内の見

学ツアーや、学部の特色に関する説明、簡単な講義の実施など日常生活に

はない経験をすることができ、進路に対する考えを深めるきっかけとなりま

した。

７月14日（木）、日本大学経済学部長の手塚広一郎先生をお招きし、

特別講演会を実施していただきました。講演会には学年、文系・理系

問わず80名以上もの生徒が参加し、手塚先生の講義を受講しました。

「経済学というのは、大きな事件を扱うようなものではないけれども、

知れば知るほど面白く、現在の社会に直結する学問であるということ

を実感する」という手塚先生の言葉は非常に印象深く、生徒たちの進

路観・キャリア観に大きな刺激となりました。

7月11日（月）に2年生、９月30日（金）には１年生を対象に、「出

張講義」を実施しました。昨年度から新たに始まったイベントで、

進路観を養成することを目的とし、日本大学をはじめ、様々な大

学の教授にご来校いただき、実際の大学の講義を行ってもらう

ものです。生徒はそれぞれ自分の興味のある分野の授業を選択

し、専門性の高い講義を興味津々で受講していました。

 

法学部医学部

芸術学部

サイエンスリテラシー授業

学部訪問会

特別講演会

出張講義

※ サイエンスリテラシー授業の詳細は、11ページをご覧ください。

※ 本校卒業生がアシスタントとして来校してくれる学部もあり、本校と大学との
繋がりを強く感じることができました。

Cooperation

高大連携教育 日本大学は16学部86学科という多くの学問分野を持っ

た総合大学です。

本校ではそうした日本大学のスケールメリットをフル活用

して、生徒たちのキャリア観を育てる取り組みを積極的に

行っています。高大連携教育を通じて、普段はなかなか

知ることのできない大学のキャンパスの雰囲気や高校と

の授業の違いを肌で感じることで、進路観を養うことに

つながります。生徒たちにとって、自身の将来を考える良

い機会になりました。
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1. チアリーディング部
USA School & College Nationals 2022全国選手権大会 
　高校編成 Show Cheerleading 部門 Novice 第3位
USA Japan チアリーディング＆ダンス学生新人大会 2022 EAST
　高校編成　Show Cheerleading 部門 Novice 第1位

2. 陸上競技部
令和4年度　全国高等学校総合体育大会陸上競技大会　出場
　女子800ｍ　　鈴木　翼沙　（すずき　つばさ）　
令和4年度　関東高等学校陸上競技大会出場
　女子400ｍ　鈴木　翼沙
　女子800ｍ　第2位　鈴木　翼沙
　女子100ｍハードル　第7位　熊川　晴香　（くまかわ　はるか）

3. 水泳部
令和4年度　関東高等学校水泳競技大会　出場
　平本　大輝　（ひらもと　たいき）

4. ゴルフ部
令和4年度　全国高等学校ゴルフ選手権大会　出場
　西澤　香那（にしざわ　かな）
令和4年度　関東高等学校ゴルフ選手権　夏季決勝大会　出場
　西澤　香那

5. ライフル射撃部
第60回 全国高等学校ライフル射撃競技選手権大会 出場
　古源　文（こげん　あや）
令和4年度　関東高等学校ライフル射撃競技大会　出場
　ビームライフル女子　・　ビームピストル女子

陸上競技部

水泳部

ゴルフ部

Club Activity Report
部活動報告

チアリーディング部

Scientific Literacy

「櫻イノベーション」は昨年からセカンドステージに

入り、ダイバーシティやサイエンスリテラシー等が追

加されました。また、５つ目の新たな柱として「ルーブ

リック評価×ＰＤＣＡ」が加わりました。ルーブリック

評価は、価値観やスキルなど、ペーパーテストで測

れない人間力を可視化する方法です。つまり、ルーブ

リック評価によって、価値観やスキルなどの目に見え

ない力の成長を自覚することができ、自己肯定感を

高めることにつながります。皆さんには、本校独自の

SAKURAルーブリックをフルに活用して、自分の強

みをどんどん伸ばして欲しいと考えています。

今年度、本校の理科では、３年生理系クラスを対象

としてサイエンスリテラシー授業を実施しました。サイ

エンスリテラシー授業は、身近なサイエンスから興味

のあることをテーマにして、自由に研究する探究活動

です。１～３人が１グループとなって研究を進め、その

成果をiPadで動画編集して授業内で発表しました。

主な研究テーマは以下のとおりです。

◦ニンニクの口臭の消し方

◦大学施設を利用したMRI（NMR）の原理の探究

◦GPSの原理

研究内容によっては、隣接する日本大学文理学部の

化学科の先生方のレクチャーを受けながら高度な実

験装置（核磁気共鳴装置：NMR）を使用させてもら

うこともできました。他の高校ではできない体験です。

サ イエ ンスリテ ラ シ ー 授 業 を 受 け ることで、

SAKURAルーブリックの価値観（情熱や創造）やス

キル（思考力や判断力、表現力、人間関係力）も伸

ばすことができたとの声が生徒からあがりました。

現在は３年生理系クラスのみでの実施ですが、次

第に範囲を広げていこうと考えていますので、皆さ

ん、サイエンスリテラシー授業をぜひ楽しみにしてい

てください！

３年生理系クラス

「サイエンスリテラシー授業」　実施！
～総合的な人間力を養うために～
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４月16日（土）、ＬＨＲの時間を使って避難訓練を行いました。

感染症対策のため、学年ごとに時間をずらして実施。今回は学

校で火災が発生したことを想定した避難訓練だったため、生徒

は口をマスクやタオルで覆って中庭まで移動し、避難経路を確

認しました。

6月23日（木）、本校３年生の希望者を対象に日本大学文理学

部のキャンパスツアーが行われました。大講堂にて岡隆文理学

部長から文理学部の魅力をお聞きしたのち、キャンパスツアー

が実施されました。生徒たちにとって、自身の進路決定における

貴重な経験となりました。

５月・９月　生徒総会が行われました。

【５月】５月14日（土）、ＬＨＲの時間を使って生徒総会を開催し

ました。今年度の生徒総会は、感染症対策の観点からZoomに

て実施。生徒会の活動方針や会計報告、各委員会の活動方針

について説明がなされました。司会や議長団も生徒から選出さ

れ、生徒たちの積極的な活動を感じることができる機会となりま

した！

【９月】９月24日（土）のLHRにて生徒総会が行われ、新しい生

徒会会長と副会長候補の立会演説会が行われました。今回

は、感染症対策からZoomでの実施となりましたが、立候補者

は全校生徒に対し、自身の意気込みについて堂 と々演説を行っ

てくれました！演説終了後、生徒たちはiPadを用いて投票を行

い、見事全員が信任されました！

７月22日（金）より、3泊4日の特進合宿が始まりました。

この合宿は、学力の養成や学習習慣の確立、受験に向けた

団結力の向上を目的として、高校2年生の特別進学（S）クラ

ス向けに実施しているものです。普段の授業よりも1コマの

時間が長かったですが、生徒たちは集中して学習に取り組

んでいました。夕食後にも自主学習の時間が設けられ、学

習習慣の確立を図りました。

７月25日（月）～ 29日（金）の５日間、１・２年生を対象とした

夏期講習を実施しました。

本校の１・２年生対象夏期講習は、《基礎コース》と《応用コー

ス》の２コース制をとっており、自分のレベルや進路志望に合

わせて選択できる形式になっています。毎年、多くの生徒が受

講しており、今年度は全校生徒の７割以上が参加。意欲的に

取り組む姿が見られました！

８月31日（水）教職員対象のＡＥＤ講習会、防犯講習会が行

われました。

学校危機管理の観点から、生徒・教職員の命と安全を守るこ

とを目的として毎年行っております。

今年度より防犯講習会も新たに行われ、大変有意義な時間

となりました。

6月13日（月）より、オンラインスピーキングトレーニングが始まりま

した。

このプログラムは、オンラインで海外の方とつながり、会話を楽し

みながらスピーキング能力を伸長することを目的としています。今

年度は、約30名の生徒が参加。はじめは緊張している様子でし

たが、すぐに笑顔が見られ有意義な時間を過ごしていました。

4 月　避難訓練

6 月　文理学部キャンパスツアー

５月・９月　生徒総会

７月　特別進学（S）クラス　勉強合宿

7 月　夏期講習

８月　教員研修会を開催

6 月　オンラインスピーキングトレーニング
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 １ 日（木） 【３年生】受験対策講座（前期、17日（土）まで）

 ２ 日（金）	 短縮授業

 ３ 日（土） 【１・２年生】第４回定期考査（７日（水）まで）

 ８ 日（木） 【１年生】球技大会　【２・３年生】家庭学習日

 ９ 日（金） 【２年生】球技大会　【１・３年生】家庭学習日

10日（土） 【３年生】球技大会　【１・２年生】家庭学習日

12日（月）	 家庭学習日

13日（火）	 答案返却日

14日（水）	 ＬＨＲ

15日（木） 【１・２年生】面談日（17日（土）まで）

19日（月）	 家庭学習日

20日（火）	 終業式

21日（水）	 Ｓクラス冬期特別講習（25日（日）まで）

10日（火）	 始業式

	 【１・２年生】小論文テスト

11日（水）	【３年生】受験対策講座（後期、28日（土）まで）

13日（金）	【１年生】進研記述模試

14日（土）	 大学入学共通テスト（15日（日）まで）

	 ４限生徒会行事（全校清掃）

16日（月）	【３年生】大学入学共通テスト自己採点

18日（水）	 ニュージーランド長期留学出発

21日（土）	 LHR

	 【１・２年全員、３年希望者】英検

22日（日）	 本校推薦入試

28日（土）	【２年生】４限進研模試リスニングテスト

 ３ 日（金） 【２年生】進研共通テスト模試

 ９ 日（木）	 短縮授業

10日（金）	 本校一般入試［Ａ日程］（家庭学習日）

12日（日）	 本校一般入試［Ｂ日程］

 １ 日（水） 卒業式

 ２ 日（木）	 家庭学習日

 ３ 日（金）	 学年末考査（７日（火）まで）

 ８ 日（水）	 家庭学習日（９日（木）まで）

10日（金）	 答案返却日

11日（土）	 家庭学習日（16日（木）まで）

17日（金） 【１・２年生】ＬＨＲ

18日（土）	 家庭学習日

20日（月）	 修了式

22日（水）	 春期講習・Ｓクラス春期特別講習（26日（日）まで）

Schedule Calendar
今後の行事予定

12 月 1 月

2 月

3 月

予定は変更となる場合がございます。

［発行］日本大学櫻丘高等学校［編集］広報部
https://www.sakura.chs.nihon-u.ac.jp/櫻丘広報 No.212

（令和4年11月発行）
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